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「
平
日
は
混
雑
、
土
日
は
混
乱
」、

「
誰
の
た
め
の
、
何
の
た
め
の
世

界
遺
産
な
の
か
」
と
い
う
声
も
聞

か
れ
る
ほ
ど
、
登
録
直
後
は
大
森

の
町
に
多
く
の
人
が
溢
れ
返
り
ま

し
た
。

　

登
録
の
翌
年
に
は
、
離
れ
た
駐

車
場
に
車
を
止
め
て
バ
ス
で
移
動

し
て
訪
れ
る
「
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・

ラ
イ
ド
方
式
」
の
拠
点
と
し
て
い

た
市
民
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
に
石

見
銀
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
分
か
り
に

く
い
と
い
わ
れ
た
石
見
銀
山
の
価

値
を
説
明
す
る
た
め
の
施
設
に
は
、

　

平
成
19
年
７
月
２
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
た
第
31
回
Ｕユ

ネ

ス

コ

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
世
界
遺
産
委
員
会

に
お
い
て
、「
石
見
銀
山
遺
跡
と
そ
の
文
化
的
景
観
」

が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
人
類
の
宝
」
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め

の
こ
の
15
年
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

登
録
時
に
、
国
際
機
関
か
ら
登

録
範
囲
が
不
十
分
で
あ
る
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

調
査
研
究
で
蓄
積
さ
れ
た
成
果
を

も
と
に
、
史
跡
の
追
加
指
定
、
町

並
み
保
存
地
区
の
追
加
選
定
に
よ

り
保
護
の
区
域
を
拡
大
。
平
成
22

年
の
第
34
回
世
界
遺
産
委
員
会

（
ブ
ラ
ジ
ル
）
に
お
い
て
、
日
本

初
と
な
る
世
界
遺
産
の
範
囲
拡
大

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
登
録
面
積
が

４
４
２
㌶
か
ら
５
２
９
㌶
と
な
り
、

熊
野
古
道
（
三
重
県
ほ
か
）
や
厳

島
神
社
（
広
島
県
）
の
登
録
範
囲

面
積
を
超
え
ま
し
た
。
日
本
の
世

界
文
化
遺
産
で
は
、
当
時
、
京
都

府
に
次
い
で
２
番
目
、
令
和
４
年

５
月
時
点
で
は
４
番
目
の
広
さ
を

有
し
て
い
ま
す
。（
日
本
を
含
む

　

登
録
10
周
年
か
ら
は
、
石
見
銀

山
学
概
説
書
「
石
見
銀
山
学
こ
と

は
じ
め
」
の
編
集
・
刊
行
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
さ

れ
た
調
査
研
究
の
成
果
を
「は

じ
ま
り

始
」

「
木き

」「
火ひ

」「
土つ

ち

」「
水み

ず

」
と
、
テ
ー

マ
毎
に
ま
と
め
た
石
見
銀
山
の
教

科
書
で
す
。

　

15
周
年
の
今
年
は
、
第
７
巻

の
「
銀ぎ

ん

」
を
刊
行
。
来
年
度
以
降

に
は
、
未
来
へ
引
継
ぐ
た
め
の

「
継つ

ぐ

」
を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
市
内
小
・
中

学
校
の
銀
山
学
習
が
始
ま
り
ま
し

た
。
対
象
学
年
の
児
童
・
生
徒
に

は
、
現
地
見
学
と
学
習
の
テ
キ
ス

ト
と
な
っ
て
い
る
石
見
銀
山
の
学

習
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
石
見

銀
山
」
を
配
布
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
の
認
定
を
受
け
た
島

根
中
央
高
校
や
邇
摩
高
校
の
生
徒

に
よ
る
保
全
活
動
の
取
り
組
み
が

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
地
体
験
は
、
世
界

遺
産
の
意
義
や
ユ
ネ
ス
コ
の
精
神

を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７
か
国
で
登
録
さ
れ
て
い
る
「
ル
・

コ
ル
ビ
ジ
ェ
の
作
品
群
」
を
除
く
）

映
像
や
模
型
を
中
心
に
遺
産
を
解

説
す
る
展
示
室
を
は
じ
め
、
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
室
、
体
験
学
習

室
を
整
備
。
一
般
の
来
訪
者
の
み

な
ら
ず
、
県
内
外
の
学
校
の
見
学

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

県
と
市
の
職
員
が
常
駐
し
、
登
録

時
に
ユ
ネ
ス
コ
か
ら
要
請
さ
れ
た

さ
ら
な
る
発
掘
調
査
や
歴
史
文
献

調
査
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

多
く
の
来
訪
者
と

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
開
館

２
０
０
７
年
、
再
び
世
界
へ

歓
喜
か
ら
15
年

日
本
初
と
な
っ
た

世
界
遺
産
の
範
囲
拡
大

調
査
研
究
成
果
を
ま
と
め
た

概
説
書
の
刊
行

石
見
銀
山
学
習

龍
源
寺
間
歩
へ
向
か
う
人
の
列

（
平
成
19
年
）

登録決定を伝える当時の広報おおだ
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企画展
「大森に郵便局ができた」
７月１日㈮～８月29日㈪
　石見銀山大森郵便局の開局
150周年にあわせて、熊谷家の
家業でもあった郵便局をテーマ
とし、明治時代の配達員の制服
や制度に関するパネル、ミニポ
ストなどを展示します
問熊谷家住宅
（☎0854 ‐ 89 ‐ 9003）

問熊谷家住宅
（☎0854 ‐ 89 ‐ 9003）

　「戦争は人の心の中で生まれるものであ
るから、人の心の中に平和のとりでを築か
なければならない――」で始まるユネスコ
（ＵＮＥＳＣＯ）憲章の前文。これは、ユ
ネスコの理念とされています。
　ユネスコとは、国連の専門機関である国
際連合教育科学文化機関で、第二次世界大
戦後の1946年、人類が二度と惨禍を繰り返
さないようにとの願いを込めて創設されま
した。
　その理念のもと、ユネスコは「人権およ
び基本的自由を尊重する営みを通して、平
和および安全に貢献すること」を目的と任
務にしています。これは、教育・科学・文
化を通じて世界を連帯させ、人種・性別・
言語・宗教の差別をなくしていこうとする
ものです。
　その中の一つが、歴史的な建造物や貴重
な自然を世界遺産として登録し、人類共通
の遺産を守る取り組みです。世界遺産を通
じて、互いの文化を知りあうことが相互理
解を深め、世界平和につながるのです。戦
争は、人間の尊厳（人権）を否定すること
から始まり、すべてを破壊してしまいます。
　大田市では、世界遺産「石見銀山遺跡と
その文化的景観」を未来に継承していくと
ともに、ユネスコの精神である「平和と人
権尊重」を伝えていくため、世界遺産登録
の翌年、「人権尊重都市」を宣言しました。
　世界遺産「石見銀山遺跡とその文化的景
観」を有する私たち大田市民は、心豊かで
生きがいのあるまちづくりを進めていくため、
市民一人ひとりの人権が尊重される社会を
目指して取り組んでいく必要があります。

石見銀山公園に設置された世界遺産モニュメ
ントの銘板部分。ユネスコの精神「平和と人
権尊重」が刻まれています

世界遺産とユネスコの精神
――平和と人権尊重――

　

建
造
物
の
保
存
修
理
を
は
じ

め
、
遺
産
の
保
全
や
調
査
研
究
、

活
用
な
ど
の
取
り
組
み
の
資
金
と

な
る
よ
う
官
民
で
募
金
委
員
会
を

設
置
し
、
募
金
活
動
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
目
標
金
額
の
２
億
円
に

対
し
、
総
額
４
億
１
０
０
０
万
円

と
大
き
く
目
標
を
超
え
、
多
く
の

協
力
・
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
石
見
銀
山
基
金
」

を
創
設
。
国
や
県
の
補
助
金
に
加

え
、
こ
の
基
金
か
ら
補
助
す
る
こ

と
で
、
歴
史
的
建
造
物
の
修
理
が

進
展
し
ま
し
た
。

　

佐さ

毘ひ

売め

山や
ま

神
社
は
、
平
成
28
年

度
か
ら
工
事
を
実
施
。
拝
殿
の
修

理
を
完
了
し
、
現
在
は
周
辺
見
学

道
の
石
垣
な
ど
を
整
備
中
で
す
。

ま
た
、
毛
利
元
就
を
祭
る
豊と

よ

栄さ
か

神

社
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し

て
き
た
保
存
修
理
工
事
が
今
年
度

で
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
大
森
の
町
並
み
で

は
無
電
柱
化
に
よ
り
電
線
が
道
路

下
に
姿
を
消
し
、
温
泉
津
の
町
並

み
で
も
環
境
整
備
事
業
に
よ
り
、

き
れ
い
に
舗
装
し
、
景
観
が
よ
り

良
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

登
録
15
周
年
と
い
う
機
会
に
、

整
備
が
進
ん
だ
石
見
銀
山
を
訪
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
石
見
銀
山
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
１
）

進
む
建
造
物
の
修
理
と

町
並
み
の
整
備

問龍源寺間歩
（☎0854 ‐ 83 ‐ 0347）

15周年イベント
７月２日㈯・３日㈰
・丁銀づくり体験
・銀さがし体験
・ちびっこ大集合！
　石見交通バス運転手体験
・缶バッジづくり
・貝殻ストラップづくり
・鉱石をさわってみよう
・屋台・キッチンカー出店
　ほか
問石見銀山世界遺産センター
（☎0854 ‐ 89 ‐ 0183）

石見銀山龍源寺間歩

石見銀山遺跡世界遺産登録15周年記念
　講演会・パネルディスカッション

７月３日㈰　13時～16時30分　大田市民会館大ホール
――詳しくは裏表紙をご覧ください――

お出かけください
７月２日は入場無料

重要文化財　熊谷家住宅

代官所地役人遺宅　旧河島家

石見銀山世界遺産センター

15周年
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平
成
20
年
か
ら
医
療
機
関
が
な

い
「
無
医
地
区
」
と
な
っ
て
い
た

温
泉
津
町
福
波
地
区
で
、
５
月
11

日
か
ら
医
師
に
よ
る
巡
回
診
療
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
福
波
地
区
連
合
自

治
会
な
ど
の
地
域
や
市
、
社
会
医

療
法
人
仁
寿
会
加
藤
病
院
（
川
本

町
）
が
福
波
地
区
の
医
療
に
つ
い

て
、
協
議
を
重
ね
た
こ
と
に
よ
り
、

実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

巡
回
診
療
は
、
福
波
ま
ち
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
の
集
会
室
や
会
議
室

を
、
待
合
室
や
診
察
室
と
し
て
利

用
。
初
日
に
は
、
田
中
小
百
合
医

師
が
８
人
を
診
察
し
ま
し
た
。

　

診
察
を
受
け
た
福
波
地
区
の
患

　

５
月
26
日
、
川
合
小
学
校
と
朝
波
小
学
校
の
児

童
が
、
え
ん
ど
う
豆
の
皮
む
き
作
業
を
体
験
し
ま

し
た
。
こ
の
え
ん
ど
う
豆
は
大
田
町
や
長
久
町
で

収
穫
さ
れ
た
も
の
で
、
翌
日
の
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー

「
え
ん
ど
う
豆
ご
は
ん
」
の
食
材
と
し
て
使
わ
れ

ま
し
た
。

　

川
合
小
学
校
で
は
、
１
・
２
年
生
の
13
人
が
え

ん
ど
う
豆
の
皮
む
き
に
挑
戦
。
一
生
懸
命
、
集
中

し
て
作
業
を
し
た
児
童
は
「
皮
む
き
は
大
変
だ
っ

た
け
ど
、
給
食
で
食
べ
ら
れ
る
の
が
楽
し
み
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
関
わ
っ
た
食
材
が
学
校
給
食
に
登

場
し
、
食
す
る
こ
と
は
、
生
産
者
な
ど
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
育
む
と
と
も
に
食
の
大
切
さ
を
学
ぶ

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

問
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
２
０
０
９
）

　

構
成
文
化
財
の
一
つ
、「
三
瓶
そ
ば
」
を
通
じ
て
、

日
本
遺
産
を
学
ぶ
機
会
に
し
て
も
ら
お
う
と
「
三
瓶
そ

ば
打
ち
体
験
か
ら
学
ぶ
日
本
遺
産
」
を
６
月
４
日
と
15

日
に
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
三
瓶
自
然
館
サ
ヒ
メ
ル
の
中
村
唯
史
学
芸

員
と
さ
ん
べ
温
泉
そ
ば
カ
フ
ェ
湯
元
の
小
谷
み
き
さ
ん
。

ま
ず
、
２
人
が
対
談
し
な
が
ら
、
三
瓶
で
そ
ば
栽
培
が

定
着
し
た
歴
史
を
振
り
返
り
、
人
々
が
三
瓶
の
大
地
を

う
ま
く
利
用
し
て
き
た
物
語
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

続
く
体
験
で
は
、
講
師
が
お
手
本
で
見
せ
た
手
さ
ば

き
を
忘
れ
な
い
う
ち
に
十
割
そ
ば
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
そ

ば
を
打
ち
終
わ
っ
た
参
加
者
は
「
そ
ば
好
き
だ
が
、
日

本
遺
産
だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
出
来
栄
え
は
60
点
。

茹
で
て
食
べ
た
ら
、
も
っ
と
良
く
な
る
と
思
う
」
と
満

足
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。　

問
大
田
市
日
本
遺
産
推
進
協
議
会

（
石
見
銀
山
課
☎
０
８
５
４
‐
83

‐
８
１
３
１
）

者
は
「
地
域
に
と
っ
て
、
と
て
も

あ
り
が
た
い
。
健
康
相
談
も
で

き
、
安
心
で
き
る
」
と
話
し
ま
し

た
。
ま
た
、
田
中
医
師
は
「
地
域

の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
自
分
な

り
に
で
き
る
範
囲
で
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

　

巡
回
診
療
は
、
毎
週
水
曜
日
の

９
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
お
こ
な

わ
れ
、
特
定
健
康
診
査
も
受
診
で

き
ま
す
。
ま
た
、
薬
は
江
津
市
の

山
藤
薬
局
か
ら
患
者
の
自
宅
へ
配

送
さ
れ
ま
す
。

問
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
７
）

福
波
地
区
で
巡
回
診
療
が
始
ま
る

診察をする田中医師（中央）

血圧を測る患者

皮むきをお手伝いした
えんどう豆が給食に

給食お助け隊!! 日本遺産「石見の火山が伝える悠久の歴史」

三瓶そば打ち体験から学ぶ日本遺産

日本遺産を体験！？食
を
助
け
隊
!!

皮
む
き
作
業
に
取
り
組
む
児
童

参
加
者
に
指
導
す
る
小
谷
さ
ん
（
右
）
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演
歌
歌
手
の
永
井
裕
子
さ
ん

は
、
石
見
銀
山
な
ど
を
舞
台
と
し

た
「
石
見
路
ひ
と
り
」
を
う
た
っ

た
の
が
縁
で
、
平
成
19
年
か
ら
石

見
の
国
お
お
だ
観
光
大
使
を
務

め
、
こ
れ
ま
で
全
国
各
地
で
Ｐ
Ｒ

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

６
期
目
の
就
任
に
あ
た
り
、
５

月
29
日
、
大
田
市
を
訪
れ
て
い
た

永
井
さ
ん
に
市
長
が
委
嘱
状
を
手

渡
し
ま
し
た
。
永
井
さ
ん
は
「
こ

れ
か
ら
も
全
力
で
頑
張
り
た
い
」

と
笑
顔
で
語
り
ま
し
た
。

問
観
光
振
興
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
９
２
）

新型コロナウイルスワクチン接種

永井裕子さん
６期目の観光大使に

追加接種（４回目接種）をはじめます

接種券の申請

対 象 者

使用する
ワクチン

接 種 券

抱負を語る永井裕子さん

　新型コロナウイルス感染症にかかった場合の重症化予防を目的として、３回目の接種から
５か月を経過する人を対象に４回目の接種を実施します。

３回目の接種から５か月以上を経過し、接種日時点で次のいずれかに該当する人
①60歳以上
②18歳から59歳で、基礎疾患がある人、または重症化リスクが高いと医師が認める人

ファイザー社製ワクチン
武田／モデルナ社製ワクチン

①60歳以上
　３回目接種から５か月を経過する人へ、接種券などの必要な書類を順次送付します。案内が届
いたら、同封しているチラシをご確認のうえ、接種を希望する場合は、かかりつけ医療機関また
は接種可能な医療機関で予約をして接種を受けてください。
※　３回目接種を完了した後に大田市へ転入した人は、市に接種記録がないため、４回目接種券
発行の申請が必要です。
②18歳から59歳で、基礎疾患がある人、または重症化リスクが高いと医師が認める人
　４回目接種を希望する人は、事前に接種券発行の申請が必要です。該当するか不明な場合は、
かかりつけ医などに相談し、判断したうえで、次のとおり申請してください。なお、診断書など
の証明書の提出は必要ありません。

　申請書は、新型コロナウイルスワクチン接種対策室および支所に設置し
ているほか、市ホームページからダウンロードできます。申請書に必要事
項をご記入のうえ、窓口または郵送で下記に申請してください。
　〒694 - 8502　大田市新型コロナウイルスワクチン接種対策室　行

（個別郵便番号で、住所を省略できます）

　厚生労働省ＷＥＢサイト（コロナワクチンナビ）から
申請してください。

問新型コロナウイルスワクチン接種対策室（☎0854 ‐ 83 ‐ 8203）

窓口または郵送

コロナワクチンナビ

インターネット
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
活
動
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
芸
術
文
化
団
体

に
、
活
動
の
再
開
・
継
続
に
向
け

た
支
援
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▽
対
象
者　

大
田
市
文
化
協
会
の

所
属
団
体
、
市
内
に
所
在
す
る

芸
術
文
化
団
体
（
個
人
）、
各

種
学
校

▽
対
象
事
業　

公
演
・
発
表
会
な

ど
に
か
か
る
経
費
（
コ
ン
ク
ー

ル
な
ど
の
練
習
費
用
を
含
む
）、

感
染
対
策
経
費（
例
／
会
場
料
、

機
材
運
搬
代
、
消
毒
液
な
ど
）

▽
補
助
金
額

　

一
団
体　

上
限
10
万
円

▽
受
付
期
限

　

令
和
５
年
１
月
31
日
㈫

※　

予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

▽
対
象
期
間　

令
和
４
年
７
月
か

ら
令
和
５
年
２
月
末
日
ま
で
に

事
業
を
実
施
、
完
了
す
る
も
の

※　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
石
見
銀
山
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
３
０
）

　三瓶山北の原にある「姫
ひめ

逃
のが

池のカキツバ
タ群落」は、昭和43年に島根県の天然記念
物に指定されています。
　カキツバタは、池のほとりと群生ででき
た浮島に見られます。紫色の花は姫逃池に
まつわる伝説に登場する娘、わずかに咲く
白色はその婚約者の化身だと伝えられてい
ます。５月下旬の見頃には、カキツバタを
愛でる人の姿が多く見られました。

大田市情報公開条例・大田市個人情報保護条例に基づき、令和３年度の実施状況を公表します

『情報公開制度』・『個人情報保護制度』令和３年度の運用状況

緑に映えるカキツバタ 募　集

新
型
コ
ロ
ナ
で
影
響
を
受
け
た

芸
術
文
化
団
体
を
支
援

池
に
浮
か
ぶ
カ
キ
ツ
バ
タ

の
浮
島

■情報公開制度による開示状況
　情報公開制度は、公正で開かれた市政を推進するため、
市が保有する行政文書を市民の皆さんの求めに応じて公
開するものです。
　①開示請求件数　　30件
　②開示決定の状況　27件（うち部分開示６件）
※　不開示決定に対して１件の審査請求があり、大田市
情報公開審査会は実施機関の処分について、妥当との答
申をおこない、審査庁はこの審査請求を棄却しました。
◇開示請求件数の内訳

■個人情報保護制度による開示状況
　個人情報保護制度は、市が保有する個人情報を適正に
取り扱うためのルールを定めるとともに、自己の個人情
報の開示や訂正を求める権利を保障することにより、個
人の権利利益を保護することを目的とするものです。
　①開示請求件数　　17件
　②開示決定の状況　17件（うち部分開示７件）
　なお、決定に対しての審査請求はありませんでした。
◇開示請求件数の内訳

所管課 件数 請求の内容（概要） 決定状況
子ども家庭

相談室 １ 相談面接記録 部分開示

市民課 ５ 住民票の写しの請求書など 部分開示

市立病院 ９ 治療に関するカルテなど 開示
不存在

仁摩支所
市民生活課 １ 住民票の写しの請求書など 部分開示

人事課 １ 職員採用試験 開示
（簡易開示）

所管課 件数 請求の内容（概要） 決定状況
まちづくり

定住課 １ 地域交通事業者支援に関
する書類 開示

危機管理課 １ 新型コロナウイルスに関
する書類 不存在

市民課 ３ 戸籍、住民票等の職務上
請求に関する書類 部分開示

産業企画課 １ 指定管理に関する書類 部分開示
不開示

建築営繕課 ４
建築計画に関する書類、
再資源化等建設工事に関
する書類

開示
部分開示
不存在

下水道課 17 入札に関する書類 開示
消防部総務課 １ 危険物施設に関する書類 開示

教育部総務課 １ 新型コロナウイルスに関
する書類 不存在

石見銀山課 １ 指定管理に関する書類 部分開示
不開示

■個人情報を取り扱う事務の登録状況
　（数字は事務件数／Ｒ4.3.31現在）

市長　544　／　議会　６　／　教育委員会　59
選挙管理委員会　15　／　監査委員　４　
公平委員会　１　／　病院事業管理者　19　
固定資産評価審査委員会　２　／　農業委員会　25

問総務部総務課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8012）
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「石見銀山大吟醸」が県知事賞

大
田
西
中
吹
奏
楽
部
・
マ
ー
チ
ン
グ

全
国
大
会
で
優
秀
賞

おおだウオッチング

５
０
０
基
以
上
あ
る
頌
徳
碑
を
調
査
す
る

「
い
も
代
官
頌
徳
碑
訪
ね
人
」の
石
賀
さ
ん

左
か
ら
浅
津
遥は
る

花か

さ
ん
、
髙
橋
さ
ん
、

長
里
心こ
こ
あ愛
さ
ん

受
賞
を
報
告
す
る
浅
野
社
長（
右
）ら

まちの話題を紹介

頌徳碑から知る「いも代官」

　

邇
摩
郡
役
所
と
し
て
建
築
さ
れ

て
１
２
０
年
を
迎
え
る
い
も
代
官

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
石
見
銀
山
資
料

館
）
で
、
５
月
21
日
、「
芋
代
官

こ
ぼ
れ
話
（
全
５
回
）」
と
題
し

た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
井
戸
平
左
衛
門
公
の

頌し
ょ
う

徳と
く

碑ひ

を
調
査
中
の
石
賀
了
さ
ん

（
大
田
町
）。
一
人
の
た
め
の
頌
徳

碑
の
数
と
し
て
は
非
常
に
多
い
と

し
、「
村
人
が
力
を
合
わ
せ
、
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
石
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。
井
戸
公
も
す
ご

い
が
、
井
戸
公
の
思
い
に
こ
た
え
、

石
碑
を
建
て
た
後
世
の
人
々
も
す

ご
い
人
た
ち
だ
」
と
語
り
ま
し
た
。

左
か
ら
防
犯
協
力
会
長（
市
長
）、水
川
さ
ん
、

藤
田
さ
ん
、大
田
警
察
署
長

地域安全推進員へ感謝状

　

６
月
３
日
、
大
田
警
察
署
で
長

年
に
わ
た
り
大
田
地
区
地
域
安
全

推
進
員
と
し
て
活
動
し
た
３
人
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
の
は
、
室
田
政
樹
さ

ん
（
長
久
町
）、
藤
田
龍
美
さ
ん

（
大
田
町
）、
水
川
篤
三
さ
ん
（
三

瓶
町
池
田
）
の
３
人
で
す
。

　

地
域
安
全
推
進
員
は
、
大
田
警

察
署
長
と
大
田
市
防
犯
協
力
会
長

（
大
田
市
長
）
が
委
嘱
す
る
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
各
地
域
で
子
ど
も
の
見
守
り

や
被
害
防
止
の
広
報
・
啓
発
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

５
月
27
日
、
第
20
回
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ

全
国
大
会
に
出
場
し
た
大
田
西
中
学
校
の
吹
奏

楽
部
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
市
長
に
報

告
し
ま
し
た
。

　

中
国
地
区
代
表
で
あ
り
、
島
根
県
の
中
学
校

と
し
て
は
初
出
場
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
横
浜
市
の
会
場
で
の
演

奏
が
で
き
な
く
な
っ
た
ほ
か
、
動
画
で
の
審
査

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
休
校
や
部
活
動
の
縮

小
も
あ
り
、
髙
橋
柑か

ん

汰た

部
長
（
３
年
）
は
「
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
技
術
を
保
つ
こ
と
が
大
変

だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
へ
の
出
場
に
際
し
、
市
か
ら
激
励

金
を
贈
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
第
４
回
島
根
県
新
酒
品
評
会

「
吟
醸
酒
の
部
」
で
、
一
宮
酒
造
有
限
会
社
（
浅

野
浩
司
代
表
取
締
役
）
の
「
石
見
銀
山
大
吟
醸
」

が
第
１
位
と
な
り
、
島
根
県
知
事
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

５
月
12
日
、
そ
の
報
告
の
た
め
、
浅
野
社
長

ら
が
市
長
を
訪
問
。
浅
野
社
長
は
「
２
人
の

杜と
う
じ氏
は
若
く
て
経
験
は
浅
い
が
、
勉
強
し
て
良

い
こ
と
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
改
善

し
た
積
み
重
ね
が
今
回
の
成
績
に
つ
な
が
っ

た
」
と
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
杜
氏
の
浅
野

理
可
さ
ん
は
「
育
児
と
の
両
立
で
大
変
な
時
期

も
あ
っ
た
が
、
賞
を
も
ら
え
た
こ
と
で
自
信
に

つ
な
が
っ
た
。
今
後
の
商
品
開
発
に
生
か
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
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　消
しょう

防
ぼう

本
ほん

部
ぶ

では、外
がい

国
こく

語
ご

での１１９番
ばん

通
つう

報
ほう

に対
たい

し、21か
国
こく

語
ご

（令
れい

和
わ

４年
ねん

４月
がつ

時
じ

点
てん

）に対
たい

応
おう

する「多
た

言
げん

語
ご

通
つう

訳
やく

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

」を導
どう

入
にゅう

し、１１９番
ばん

通
つう

報
ほう

に備
そな

えています。
　このたび、大

おお

田
だ

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

員
いん

のサ
さ

ト
と

ウ
う

・ア
あ

ン
ん

ド
ど

レ
れ

イ
い

ア
あ

・ユ
ゆ

リ
り

コ
こ

さんと英
えい

語
ご

による１１９番
ばん

の受
じゅ

信
しん

訓
くん

練
れん

をおこ
ないました。ユ

ゆ

リ
り

コ
こ

さんからは、通
つう

信
しん

員
いん

がゆっくり話
はな

し
かけることで意

い

味
み

が通
つう

じることも多
おお

くあるなどのア
あ

ド
ど

バ
ば

イ
い

ス
す

があり、今
こん

後
ご

の業
ぎょう

務
む

に生
い

かしていきます。

※　外
がい

国
こく

人
じん

が読
よ

みやすいように漢
かん

字
じ

とカ
か

タ
た

カ
か

ナ
な

にふりがな
を付

つ

けています。

多
た

言
げん

語
ご

通
つう

訳
やく

シ
し

ス
す

テ
て

ム
む

で21か国
こく

語
ご

に対
たい

応
おう

Call 119

・受
じゅ

信
しん

した１１９番
ばん

通
つう

報
ほう

の内
ない

容
よう

から通
つう

訳
やく

の必
ひつ

要
よう

性
せい

を判
はん

断
だん

し、「３
さん

者
しゃ

間
かん

同
どう

時
じ

通
つう

訳
やく

」に切
き

り替
か

えて対
たい

応
おう

します
・コ

こ

ー
ー

ル
る

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

につながるまで、少
すこ

し時
じ

間
かん

がかかりま
すが、電

でん

話
わ

を切
き

らずにそのままお待
ま

ちください

問消
しょう

防
ぼう

本
ほん

部
ぶ

（☎0854 ‐ 82 ‐ 0650）

①119番
ばん

通
つう

報
ほう

（外
がい

国
こく

語
ご

）

③外
がい

国
こく

語
ご

多
た

言
げん

語
ご

コ
こ

ー
ー

ル
る

セ
せ

ン
ん

タ
た

ー
ー

②通
つう

訳
やく

依
い

頼
らい

（日
に

本
ほん

語
ご

）

④日
に

本
ほん

語
ご

外
がい

国
こく

人
じん

通
つう

報
ほう

者
しゃ

消
しょう

防
ぼう

本
ほん

部
ぶ

３
さん

者
しゃ

間
かん

同
どう

時
じ

通
つう

訳
やく

外
がい

国
こく

語
ご

での１１９番
ばん

通
つう

報
ほう

時津風　（☎0855 ‐ 52 ‐ 7402）
温泉津町温泉津ロ23

　時津風では３つの間があり、「津」の間は時代を感じられるようなカフェ
があってとてもゆったりできました。「時」の間は、温泉津で作られた日用品
が販売されていました。「風」の間はサウナになっていて、子どもから大人ま
で誰でも来られるような工夫もされていて、とてもよかったです。時津風に
はモチーフとして「恵比寿さん」がいるので、ぜひ行って探してみてください。

坂根　大
そ

空
ら

（２年）

　僕は時津風の外見と内装のギャップに驚きました。外見は温泉津の町並み
と変わりありませんでしたが、内装はおしゃれなカフェや新築の木の香りが
して過ごしやすかったです。また、サウナについて、外気浴のときに着用す
るポンチョを着させてもらいましたが、とてもかわいらしく、快適に過ごす
ことができました。サウナが完成したらまた行きたいです！

伊藤　珀
はく

斗
と

（２年）

　時津風では、まず「時」の間であるギャラリーに入ったときにとても良い
木の香りがしたことが印象的でした。また、職人さんが作られた陶芸品が販
売されていて、中には今の時代を考えて工夫された品物もあり、高校生の僕
たちでもとても興味が湧きました。「津」の間にあるカフェは、昔スナック
として使われていた場所をそのまま利活用していて、昔ながらの雰囲気を感
じました。案内してくださった時津風のかたもとても気さくで面白いかたな
ので、ぜひ足を運んでみてください！

堀　孝太郎（２年）

スナック・ギャラリー・サウナ「時津風」

問観光振興課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8192）

私たちのおススメ

おおだのココ！
　まだまだ知られていない大田の観光スポット・
魅力を地元高校生が体験し、紹介します。
　今回は、大田高校「ダイコウラボ」の生徒がこ
のほど温泉津温泉街で長屋を改修してオープンし
た「時津風」へ出かけました。

時（ギャラリー＆ショップ）
ギャラリースペースとお土産や地場
産品で開発した商品を販売
営土・日・祝　14時～18時

津（カフェ＆スナック）
カフェ営土・日・祝　14時～18時
スナック営金・土・日（月祝の場合）
　　　　　20時～23時

風（フィンランド式サウナ）
石州瓦や温泉水を使用した本格的な
サウナ（７月１日オープン予定）
営金・土・日・祝　※完全予約制
　11時～13時・14時～16時
　17時～19時

サ
ウ
ナ
用
の
ポ
ン
チ
ョ

を
着
て
話
を
聞
く
３
人
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・天候・体調・機嫌を確認して無理のないように楽しみましょう
・帽子や日陰を利用しましょう
・遊んだ後は、休息・水分補給をしましょう
・浅い水でも子どもから目を離さないようにしましょう
・水をためて１時間くらい日なたで温めておくとよいですよ
・遊び終わったおもちゃは、しっかり乾かしましょう

洗った洗剤のスプーンや食品トレーに
油性ペンで絵を描いて
浮かべても楽しいですよ

ペットボトルシャワー
①ペットボトルを半分に切り、けが
をしないように切り口にビニール
テープを貼る

②上部に持ち手用と底にシャワー用
の穴をあけ、持ち手にひもを結ぶ

スポンジボール
①スポンジの両端にハサミで切れ目を入れる
②３個重ねて真ん中を輪ゴムでとめる(スポ
ンジのハード面は切り落としておく）

プチプチの浮き輪
プチプチ（気泡緩衝材）をくるくる
まいて、ビニールテープでしっかり
とめる

子ども保育課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8196）
子育て支援センター
・大　田（☎0854 ‐ 82 ‐ 1791）
・仁　摩（☎0854 ‐ 88 ‐ 4933・9100）
・温泉津（☎0855 ‐ 65 ‐ 2075）

水遊びおもちゃの紹介

元気ですこやか　おおだっ子

　暑い夏がやってきました。しっかりと水の感触を味わって気持ちよく過ごし
たいですね。少し大きめのタライに水をためてバシャバシャと子どもと一緒に
楽しめる「身近な素材で手作りできる水遊びおもちゃ」を紹介します。

水遊びを
するときは……

◇
呼
吸
器
内
科
医
を
志
し
た
き
っ

か
け

　

幼
少
の
頃
、
私
自
身
が
病
院
に

通
っ
て
い
た
経
験
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
進
路
は
医
療
関
係
で
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
医
学
部
に
進
学

し
、
当
初
は
他
科
を
志
望
し
て
い

た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域

枠
で
推
薦
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
よ
り
地
域
に
身
近
な
医

師
に
な
れ
る
よ
う
内
科
に
進
も
う

と
決
意
を
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
呼
吸
器
内
科
は
幅
広
い
症
例
を

扱
う
診
療
科
の
た
め
、
興
味
が
あ

り
選
択
を
し
ま
し
た
。

◇
地
元
、
大
田
市
立
病
院
で
勤
務

し
て
み
て

　

医
師
と
い
う
立
場
で
地
元
の
か

た
が
た
と
関
わ
る
こ
と
が
増
え
ま

明
日
に
つ
な
げ
る
地
域
医
療

し
た
。
皆
さ
ん
気
さ
く
に
話
し
か

け
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
一
方
、
地
元

と
い
う
こ
と
で
多
く
の
か
た
が
た

が
注
目
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
日
々
の
診
療
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

◇
今
後
の
抱
負

　

医
師
に
な
っ
て
４
年
目
、
ま
だ

ま
だ
実
力
を
上
げ
て
い
く
時
期
で

す
。
い
ろ
ん
な
症
例
を
し
っ
か
り

見
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

皆
さ
ん
に
信
頼
し
て
も
ら
え
る
医

師
に
な
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
り
ま
す
。

問
医
療
政
策
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
５
７
）

　市では地域医療を担う人材を育
成するため、地域医療に貢献した
い熱意のある高校生を島根大学医
学部や石見高等看護学院に推薦し
ています。この制度を活用して、
医師や看護師になったかた、在学
中の学生をご紹介します。

大田市立病院　掘江　美香さん
仁摩町出身。平成25年に地域枠推
薦で島根大学医学部に入学。平成
31年以降、医師として研鑽を積む。
今年度から呼吸器内科医として大
田市立病院に勤務
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め方や作り方を紹介していますので、ぜひ、ご覧
ください。

Ｑ．転入したばかり……。子どもと一緒にでかけられ
る場所を知りたい。同世代の保護者とつながりたい
Ａ．市が主催する育児教室や地域にある育児サーク
ル、地域子育て支援センターなどを紹介します。

Ｑ．上の子の赤ちゃん返りが大変。イライラしてしま
う！
Ａ．子どもの月齢によっても対処方法は異なります。
家族や地域でできることなど、一緒に対処方法を
考えていきます。

こんにちは

保健師です まずは、ご相談を子育ての
「どうしよう……」

肝臓・消化器内科・内視鏡内科
呼吸器内科・内科・小児科

第１・３・５木曜・日曜、祝日　第２・４木曜の午後休診

〈広告〉

診療時間　₈：00～12：00
　　　　　14：00～19：30

どんなことが相談できるの？

相談するには、どうすればよいの？

大田市公式YouTube
離乳食のすすめ方（初期）

Ｑ．妊娠中に準備しておくものは何だろう？
Ａ．チェックリストを用いて、一緒に確認していき
ます。

Ｑ．妊娠中、どんな食事に気をつけたらいいのかな？
Ａ．栄養士などが食事記録表を用いて、個別の改善
点を一緒に考えていきます。

Ｑ．ミルクや母乳をちゃんと赤ちゃんが飲めているか、
授乳の様子を見て欲しい……
Ａ．助産師などが赤ちゃんの授乳状況を見たり、体
重測定をしたりしながら、アドバイスしていきま
す。

Ｑ．離乳食の始め方が分からない……
Ａ．市が主催する離乳食教室や地域子育て支援セン
ターが主催する離乳食試食会などを紹介します。
大田市公式YouTubeでは、各月齢の離乳食の進

問子ども家庭支援課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8152）

　市役所１階にある育児相談専用の相談
室「おおだっこ」で相談できます。個室
でプレイルームもあり、子どもを遊ばせ
ながら相談することができます。
　また、体重計があり、体重測定や授乳
測定ができます。（事前に連絡いただける
とスムーズです）

電話での相談も随時受け付けています。

ご家庭を訪問し、相談に対応します。

　妊娠・出産・子育て――。
　家族が増えることは、喜びと期待でいっぱい。その反面、赤ちゃんのことだけでなく、
自分自身のこと、家族のことなど、いろいろな悩みも出てきます。
　市では、妊娠期から子育て期までの総合相談窓口を設置し、地区担当保健師、助産師、
栄養士などが相談に応じています。子育て中の皆さんの「心のよりどころ」となる「頼れ
る相談場所」を目指していますので、気軽にご相談ください。
　子育ての不安は一人で抱え込まず、まずは話をしてみませんか？
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健康ガイド７月
問健康増進課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8151）

☆マークの検診では自己負担が軽減
【無料になる人】生活保護世帯の世帯員、福祉医療受給者、市民税非課税世帯の世帯員
【半額になる人】大田市国民健康保険加入者、島根県後期高齢者医療制度加入者
※　必要な書類や手続きについては、健康増進課までお問い合わせください。

※　対象者へ個別に通知しています。通知がない場合はお問い合わせください。

７月の子育て応援コーナー
種　類 日　　時 場　所 内　　　容 お持ちいただくもの

乳幼児相談 13日㈬ ₉：30～11：00 仁摩保健センター 身体計測・育児相談
栄養相談・母乳相談 母子健康手帳・バスタオル

※　予約制です。子ども家庭支援課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8152）へお申し込みください。

ご協力ください
「献血」は命をつなぐボランティア

子育てアプリおおだっこを活用しましょう

₇月15日㈮
₉:30～11:00　大田警察署
12:00～13:00　たてがみの郷（波根町）

そのほかの健（検）診
種　類 医療機関 対象者など

歯周疾患検診
（7月～12月） 市内の歯科医療機関 令和₅年₄月１日時点で40・50・60・70歳の人

◎自己負担金　無料

特定健診等健康診査
（６月～12月） 指定医療機関 40歳以上の大田市国民健康保険加入者・島根県後期高齢者医療制度加入者

◎自己負担金　無料

胃がんリスク検診
（６月～12月） 市内の指定医療機関 令和₄年₄月１日時点で40・45・50・55・60・65・70・75歳の人

◎自己負担金　1,000円　　◎お持ちいただくもの　検診受診票

後期高齢者
歯科口腔健診

（６月～12月）
指定歯科医療機関

島根県後期高齢者医療制度加入者のうち、昭和12年₄月₂日～昭和22年₄
月１日生まれの人
◎自己負担金　無料　◎お持ちいただくもの　健診受診票

皆さんの善意の献血によって
多くの患者さんの命が救われます

　電子母子健康手帳機能でお子さんの予防接
種などの記録・管理ができます。また、地域
の子育て情報からは、イベント情報もゲット
できますよ。 Web版

（外国語対応）
Google play用App Store用

がん検診（個別）
種　類 医療機関 対象者など

☆乳がん
マンモグラフィ

検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 40歳以上の女性（完全予約制）
◎自己負担金　2,000円
・市立病院は₂回の受診が必要出雲市 ひゃくどみクリニック（☎0853 - 21 - 0130）

ヘルスサイエンスセンター島根（☎0853 - 20 - 0649）

☆子宮頸がん
検診

大田市 市立病院（医事室☎0854 - 84 - 7571） 20歳以上の女性
◎自己負担金
・子宮頸部検査　　1,500円
・ＨＰＶ検査（希望者）1,500円出雲市 島根県立中央病院ほか７医療機関

（市ホームページでご確認ください）

※　直接各医療機関へ予約してください。
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中央図書館　　☎0854 - 84 - 9200　平日10：00～19：00　土日10：00～18：00
仁摩図書館　　☎0854 - 88 - 4646　10：00～18：00
温泉津図書館　☎0855 - 65 - 2177　10：00～18：00

７月の図書館お休みの日
日 月 火 水 木 金 土

　 　 　 1 ②
③ ４ ５ ６ ７ ８ ⑨
⑩ 11 12 13 14 15 ⑯
⑰ 18 19 20 21 22 �
� 25 26 27 28 29 �
�

■：３館共通　○：温泉津のみ休館
□:仁摩・温泉津休館

おすすめの本

『いつか旅してみたい花と雑貨でめぐるヨーロッパ』
　　　　　パイインターナショナル／編著

パイインターナショナル（中央図書館所蔵）
　ヨーロッパ各地の素敵な自然と、そこに暮らす人々
が作りあげる手仕事の雑貨。見れば見るほどかわいく
て欲しくなるものばかり……。
　人々の暮らしと歴史に触れ、美しい花や素敵な雑貨
に癒されながら、各地を旅している気分を味わえる写
真集です。

中央図書館　「星降る夜に……」
仁摩図書館　「ＢＬＵＥ」

仁摩図書館　７月16日㈯　10時15分～10時45分

仁摩図書館
　三瓶周辺の樹木の花写真展　７月２日㈯～25日㈪
　おすすめしたい本の展示　　７月16日㈯～８月15日㈪
　宿題おたすけコーナー　　　７月16日㈯～８月29日㈪

仁摩図書館・温泉津図書館　６月27日㈪～７月１日㈮
本の返却は、返却ポストまたは中央図書館へお願いします。

◇展示テーマ

◇おはなし会

◇企　画　展

◇休館のお知らせ（蔵書点検）

そうだったのか石見銀山
調査研究　最新情報

「発見年」の変更

　
「
博
多
の
商
人
、
神か

み

屋や

寿じ
ゅ

禎て
い

が

船
上
か
ら
光
る
仙
ノ
山
を
見
て
、

石
見
銀
山
を
知
り
開
発
を
始
め

た
」
と
い
う
石
見
銀
山
の
発
見
は
、

大だ
い

永え
い

６
（
１
５
２
６
）
年
の
こ
と

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

登
録
か
ら
15
年
。
石
見
銀
山
に

つ
い
て
の
説
明
の
中
で
、
大
き
な

変
更
点
の
一
つ
は
、
こ
の
「
発

見
年
」
で
し
た
。
発
見
の
年
は
、

「
大
永
７
（
１
５
２
７
）
年
」
が

適
切
と
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
の
こ

と
で
、
世
界
遺
産
登
録
の
平
成
19

（
２
０
０
７
）
年
か
ら
20
周
年
と

な
る
令
和
９
（
２
０
２
７
）
年
は
、

大
永
７
年
か
ら
数
え
て
５
０
０
年

と
い
う
石
見
銀
山
に
と
っ
て
特
別

な
年
と
な
り
ま
す
。

　

発
見
年
の
変
更
は
、
調
査
研
究

の
成
果
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
歴
史
史

料
の
「
銀
山
旧
記
」
は
、
数
種
類

の
書
き
写
し
が
あ
り
ま
す
。「
発

見
年
」
に
つ
い
て
は
、
大
永
６
年
、

あ
る
い
は
大
永
７
年
の
二
通
り
の

記
載
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
世
界
遺
産
登
録
前
か
ら
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
登
録
推
薦
書
の

執
筆
の
時
点
で
有
力
と
さ
れ
て
い

た
「
大
永
６
年
」
説
が
採
用
さ
れ

た
の
で
し
た
。　

　

登
録
後
、
継
続
さ
れ
て
き
た
史

料
の
研
究
に
よ
っ
て
、
二
つ
の
説

の
う
ち
、
大
永
７
年
が
有
力
と
判

断
さ
れ
、
学
術
専
門
家
の
委
員
会

を
経
て
、
石
見
銀
山
の
「
発
見
」

は
、
学
術
研
究
の
成
果
と
し
て
大

永
７
年
に
改
め
る
こ
と
を
決
定
し
、

世
界
遺
産
の
国
際
的
な
管
理
を
お

こ
な
う
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

登
録
推
薦
の
際
に
示
し
た
遺
産

の
歴
史
記
述
を
書
き
直
す
こ
と

は
、
異
例
で
は
あ
り
ま
す
。
け
れ

ど
も
歴
史
の
調
査
研
究
で
は
、
新

し
い
知
見
が
得
ら
れ
る
側
面
も
少

な
か
ら
ず
あ
る
の
で
す
。
歴
史
文

献
の
研
究
以
外
で
も
、
発
掘
調
査

で
は
、
仙
ノ
山
の
山
頂
近
く
か
ら

は
古
代
の
土
器
も
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
森
の
町
な
か
で

も
１
４
０
０
年
代
の
陶
磁
器
も
出

土
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
さ
ら
な

る
調
査
研
究
で
新
た
な
発
見
が
あ

り
、
価
値
や
評
価
が
高
ま
る
こ
と

も
十
分
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。

問石見銀山課
（☎0854 ‐ 83 ‐ 8132）

第３回
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きずな
石
見
銀
山
遺
跡
は
、
人
類
の
平
和
と
人
権
の
尊
重
を
め
ざ
す
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す

　

４
月
18
日
、
第
一
回
人
権
を
考

え
る
市
民
の
つ
ど
い
兼
お
お
だ
ふ

れ
あ
い
会
館
第
一
回
人
権
・
同
和

問
題
研
修
会
を
、
サ
ン
レ
デ
ィ
ー

大
田
で
開
催
し
、
１
２
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
、
元
島
根
被
害
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理
事
の
江
角

由
利
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
亡

く
な
っ
た
娘
か
ら
の
生い

の
ち命
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
講
演
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

　

真
理
子
さ
ん
は
昭
和
54
年
、
広

島
市
で
江
角
家
の
二
女
と
し
て
誕

生
し
ま
し
た
。
広
島
の
小
学
校
を

卒
業
し
、
そ
の
際
、
10
年
後
の

２
０
０
０
年
に
開
け
る
予
定
の
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
ま
し
た
。

　

中
学
２
年
生
で
斐
川
西
中
学
校

（
出
雲
市
）
に
転
校
。
出
雲
高
校

か
ら
鳥
取
大
学
教
育
学
部
に
入
学

し
ま
し
た
。
大
学
で
は
英
語
を
専

攻
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
貯
め

　

平
成
11
（
１
９
９
９
）
年
12
月

26
日
、
真
理
子
さ
ん
は
大
学
の
友

人
３
人
と
一
緒
に
、
車
で
倉
敷
チ

ボ
リ
公
園
（
岡
山
県
）
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
帰
り
道
、
飲
酒
運
転
の
暴
走

車
両
が
反
対
車
線
に
は
み
出
し
、

４
人
が
乗
っ
て
い
た
軽
乗
用
車
に

衝
突
し
た
の
で
す
。

　

こ
の
交
通
事
故
に
よ
り
、
真
理

　

真
理
子
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
交

通
事
故
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
人

に
つ
い
て
理
解
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
全
国
各
地
で
開
催
さ
れ

て
い
る
「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」

に
由
利
子
さ
ん
も
参
加
さ
れ
続
け

て
い
ま
す
。

　

亡
く
な
ら
れ
た
人
の
等
身
大
パ

ネ
ル
と
と
も
に
、
写
真
や
ど
の
よ

う
な
事
故
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た

か
が
分
か
る
説
明
文
、
生
前
に
着

用
し
て
い
た
帽
子
や
靴
を
展
示

し
、
生
命
の
大
切
さ
を
考
え
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
展
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
に
先
駆
け
て
、

大
田
警
察
署
や
市
役
所
、
お
お
だ

ふ
れ
あ
い
会
館
の
３
か
所
で
、
運

転
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
に
対

す
る
偏
見
や
差
別
に
関
す
る
パ
ネ

ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

一
週
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し

た
が
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
さ
ん
は
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
救

急
車
の
中
で
息
を
引
き
取
り
ま
し

た
。
同
乗
し
て
い
た
友
人
２
人
も

亡
く
な
り
、
も
う
１
人
の
友
人
と

衝
突
し
て
き
た
車
の
運
転
手
１
人

が
重
傷
と
い
う
交
通
事
故
で
し

た
。

　
「
ま
だ
姉
弟
が
い
て
良
か
っ
た

で
す
ね
」

　

交
通
事
故
を
知
っ
た
人
か
ら
、

そ
う
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
言
え
る
の
か
、
由
利
子
さ
ん
は

理
解
で
き
ず
、
苦
し
ん
だ
と
言
い

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
悲
し
み
の

後
は
、
親
だ
け
で
な
く
、
兄
弟
姉

妹
の
心
理
的
ダ
メ
ー
ジ
も
計
り
知

れ
ず
、
丁
寧
な
心
の
ケ
ア
が
必
要

だ
と
も
語
り
ま
し
た
。

　

真
理
子
さ
ん
は
２
０
０
０
年
を

迎
え
る
こ
と
な
く
、
21
世
紀
に
活

躍
す
る
こ
と
も
な
く
、
夢
も
か
な

え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
我
が
子
を

腕
に
抱
く
こ
と
も
な
く
、
家
族
の

誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。

　

交
通
事
故
か
ら
６
日
後
の
元

旦
、
小
学
校
の
担
任
の
先
生
に
届

い
た
年
賀
状
に
は
「
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
を
開
け
る
の
が
楽
し
み
で
す
」

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

将
来
の
夢
が
つ
づ
ら
れ
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
を
友
人
と
一
緒
に
開

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

加
害
者
が
飲
酒
運
転
を
し
な
け

れ
ば
、
交
通
事
故
は
発
生
せ
ず
、

真
理
子
さ
ん
と
友
人
２
人
の
人
生

は
続
い
た
の
で
す
。

　

車
を
運
転
す
る
者
と
し
て
、
飲

酒
運
転
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
だ
と
母
の
由
利
子
さ
ん

は
語
り
ま
す
。

た
お
金
で
世
界
10
か
国
を
回
る
な

ど
の
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

二
女
の
真
理
子
さ
ん

突
然
の
事
故

生い
の
ち命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

パ
ネ
ル
展
を
開
催

交
通
事
故
に
よ
り

失
わ
れ
た
も
の

交
通
事
故
後
の

家
族
の
苦
し
み

き
ず
な
へ
の
ご
意
見
は
…

問
人
権
推
進
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
３
８
）

犯
罪
被
害
者
と

そ
の
家
族
に
対
す
る
偏
見
や
差
別

講
師
の
江
角
由
利
子
さ
ん

命
の
絆き
ず
な

パ
ネ
ル
展（
大
田
警
察
署
）
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市　勢
（令和４年６月１日現在）

○人　口　33,020人　　（△　9）
　・男　　15,873人　　（△　4）
　・女　　17,147人　　（△　5）
○世帯数　15,580世帯（　　31）
○出生数　　　　9人
○死亡数　　　54人
○面　積　435.34㎢

（　　）内は前月比

お
知
ら
せ 申…申し込み先

問…問い合わせ先

ま
た
は
市
内
の
金
融
機
関
で
口
座

振
替
登
録
を
し
た
う
え
で
、
申
出

書
を
収
納
管
理
室
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

※　

過
去
２
年
間
、
保
険
料
の
滞

納
が
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

▽
提
出
期
間　

７
月
19
日
㈫
～
８
月
３
日
㈬

※　

12
月
分
以
降
の
変
更
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

問
税
務
課

・
保
険
料
…
…
市
民
税
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
３
）

・
納
付
方
法
…
…
収
納
管
理
室

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
２
６
）

問
市
民
課

・
保
険
制
度
・
給
付
…
…
保
険
年

金
係

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

保
険
料
額
と
納
付
方
法
の
確
認
を

　

国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯
の
世

帯
主
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
へ
、
令
和
４
年
度
の

年
間
保
険
料
額
や
納
付
方
法
を
お

知
ら
せ
す
る
「
保
険
料
決
定
通
知

書
」
を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

必
ず
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
特
別
徴
収
」
か
ら
「
口
座
振
替
」

へ
の
納
付
方
法
の
変
更
申
出
は
、

８
月
３
日
㈬
ま
で
に

　

10
月
分
以
降
の
納
付
方
法
を

「
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
引
き

去
り
）」
か
ら
「
口
座
振
替
」
に

変
更
で
き
ま
す
。
市
役
所
税
務
課

　

８
月
か
ら
使
用
で
き
る
「
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
」（
う
す

い
黄
色
）
を
７
月
中
に
送
付
し
ま

す
。
有
効
期
限
は
８
月
１
日
か
ら

令
和
５
年
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

※　

来
年
８
月
１
日
ま
で
に
75
歳

に
到
達
す
る
人
の
「
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証
兼
用
証
」
の
有

効
期
限
は
、
75
歳
の
誕
生
日
の
前

日
で
す
。
75
歳
か
ら
は
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す

の
で
、
誕
生
日
ま
で
に
「
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
証
」
を

送
付
し
ま
す
。

問
市
民
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

　

75
歳
以
上
の
人
（
65
歳
以
上
で

広
域
連
合
が
障
が
い
認
定
し
た
人

を
含
む
）
が
、
現
在
使
用
し
て
い

る
「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
」（
紫
色
）
は
、
７
月
31
日
ま

で
が
有
効
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
改
正
に
よ
り
、
令
和
４
年
10

月
か
ら
現
役
並
み
所
得
者
（
負
担

割
合
３
割
）
を
除
き
、
一
定
以
上

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
・
介
護
保
険
の
保
険
料
減

免
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
令
和
４
年
中
の
収
入
が

減
少
す
る
見
込
み
の
人
は
、
保
険

料
が
減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
減
免
を
受
け
る
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。

▽
対
象
者

【
全
額
免
除
】
世
帯
の
主
た
る
生
計

維
持
者
が
死
亡
、
ま
た
は
重
篤

な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯
の
人
＊

【
一
部
減
免
】
世
帯
の
主
た
る
生
計

維
持
者
の
収
入
減
少
が
見
込
ま

れ
る
世
帯
の
人
＊

　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

①
令
和
４
年
中
の
事
業
、
不
動

産
、
山
林
、
給
与
の
収
入
の
い

ず
れ
か
が
、
令
和
３
年
中
と
比

べ
30
％
以
上
減
少
す
る
見
込
み

②
令
和
３
年
中
の
①
以
外
の
所
得

の
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以
下

③
令
和
３
年
中
の
所
得
の
合
計
金

額
が
１
０
０
０
万
円
以
下
（
介

護
保
険
料
の
減
免
に
は
、
所
得

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

＊　

介
護
保
険
料
は
、
第
一
号
被

保
険
者
（
65
歳
以
上
）
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

問
国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
…
…
市
民
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
４
）

問
介
護
保
険
料
…
…
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
３
）

の
所
得
が
あ
る
人
の
負
担
割
合
が

「
２
割
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
例
年
８
月
に
更
新
す
る
被
保

険
者
証
を
今
年
は
７
月
と
９
月
の

２
度
、
送
付
し
ま
す
。

①
有
効
期
間
が
令
和
４
年
８
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
被
保

険
者
証
「
黄
色
」
を
７
月
中
に

送
付

②
有
効
期
間
が
令
和
４
年
10
月
１

日
か
ら
令
和
５
年
７
月
31
日
ま

で
の
被
保
険
者
証
「
薄
緑
色
」

を
９
月
中
に
送
付

※　

令
和
３
年
中
の
所
得
の
状
況

な
ど
に
よ
り
、
医
療
機
関
で
負
担

す
る
割
合
が
、
８
月
ま
た
は
10
月

か
ら
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
被
保
険
者
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
自
己
負
担
割
合
（
１
割
・
２

割
・
３
割
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
５
５
）

国
民
健
康
保
険
料
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

決
定
通
知
書
を
送
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

を
送
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
を
送
り
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
保
険
料
の
減
免
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問
子
ど
も
保
育
課
（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
４
８
）

▽
対
象
者　

次
の
①
～
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人　

①
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
者

②
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
４
年
４

月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

を
受
け
て
い
な
い
人

※　
「
公
的
年
金
な
ど
」
と
は
、

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年

金
、
労
災
年
金
、
遺
族
補
償
な
ど

で
す
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
家
計
が
急
変
す

る
な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人
と
同
じ

水
準
と
な
っ
て
い
る
人

▽
給
付
金
額　

　

児
童
１
人
あ
た
り
一
律
５
万
円

▽
給
付
金
の
支
給
手
続
き

・
支
給
対
象
者
①
…
…
申
請
不
要

・
支
給
対
象
者
②
③
…
…
申
請
が

必
要
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
対
象
者　

次
の
①
・
②
の
両
方

に
該
当
す
る
人
（
ひ
と
り
親
世

帯
分
の
給
付
金
を
受
け
取
っ
た

人
を
除
く
）

①
令
和
４
年
３
月
31
日
時
点
で
18

歳
未
満
の
児
童
（
障
が
い
児
の

場
合
は
20
歳
未
満
）
を
養
育
す

る
父
母
な
ど
（
令
和
５
年
３
月

31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
新
生
児

も
対
象
）

②
令
和
４
年
度
住
民
税（
均
等
割
）

が
非
課
税
の
人
、
ま
た
は
令
和

４
年
１
月
１
日
以
降
の
収
入
が

急
変
し
、
住
民
税
非
課
税
相
当

の
収
入
と
な
っ
た
人

▽
給
付
金
額　

　

児
童
１
人
あ
た
り
一
律
５
万
円

▽
給
付
金
の
支
給
手
続
き

・
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
手
当

ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
者
で
、
住
民
税
非
課
税
の

人
…
…
申
請
不
要

・
右
記
以
外
の
人
…
…
申
請
が
必

要
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

次
に
該
当
す
る
場
合
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
本
人
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
申
請
が
必

要
で
す
。
軽
減
は
申
請
の
受
付
月

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
こ
れ
ら
の
軽
減
を

受
け
て
い
る
人
は
、
７
月
31
日
㈰

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。
８
月

以
降
も
引
き
続
き
軽
減
を
受
け
る

場
合
は
、
必
ず
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
期
間
は
７
月

１
日
㈮
か
ら
８
月
31
日
㈬
で
す
。

◇
介
護
保
険
施
設
の
軽
減

▽
軽
減
対
象　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
老
人
保
健
施
設
、
介

護
医
療
院
な
ど
の
介
護
保
険
施

設
に
入
所
、
ま
た
は
短
期
入
所

す
る
場
合
の
部
屋
代
や
食
事
代

▽
対
象
者　

市
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
（
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
）

・
世
帯
を
分
け
て
い
る
配
偶
者
が

市
民
税
課
税
者
で
あ
る
場
合

・
世
帯
を
分
け
て
い
る
配
偶
者
が

市
民
税
非
課
税
で
も
、
預
貯
金

な
ど
が
基
準
を
超
え
る
場
合

◇
社
会
福
祉
法
人
の
施
設
の
軽
減

▽
軽
減
対
象　

社
会
福
祉
法
人
が

経
営
す
る
事
業
所
や
施
設
で

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
の

利
用
者
負
担
や
部
屋
代
、
食
事

代
※　

対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス

に
よ
り
軽
減
内
容
が
異
な
り
ま

す
。

▽
対
象
者　

市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
世
帯
員
の
総
収
入
や
預
貯

金
額
な
ど
が
市
で
定
め
る
基
準

を
満
た
し
て
い
る
人

◇
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

の
軽
減

▽
軽
減
対
象　

認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
を
利
用
す
る
場

合
の
部
屋
代
や
食
事
代

※　

対
象
と
な
ら
な
い
事
業
所
が

あ
り
ま
す
。
利
用
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
各
事
業
所
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者　

市
民
税
非
課
税
世
帯

で
、
世
帯
員
の
総
収
入
や
預
貯

金
額
な
ど
が
市
で
定
め
る
基
準

を
満
た
し
て
い
る
人

申
・
問
介
護
保
険
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
０
６
３
）

温
泉
津
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
５
‐
65
‐
３
９
３
４
）

仁
摩
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
０
８
５
４
‐
88
‐
２
１
１
３
）

ひ
と
り
親
世
帯
・
子
育
て
世
帯
へ

介
護
サ
ー
ビ
ス
の

本
人
負
担
を
軽
減
し
ま
す

　事前に予約が必要です。
休日窓口（日曜日）　　８時30分～12時
　７月10日・24日　８月14日・28日
平日窓口延長（月曜日）17時15分～19時30分
　７月４日・25日　８月８日・22日
▽申請・交付場所　市役所本庁　市民課
※　支所ではおこないません。
※　現住所が温泉津町と仁摩町の人は、各支所でカード
を保管していますので、５日前までにご連絡ください。
▽取扱事務
　マイナンバーカードの申請・交付事務のみ
※　住民票など各種証明書の交付事務はおこないません。
※　予約状況により、希望日時に受け取りができない場
合があります。

申・問市民課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8067）

マイナンバーカード
休日・夜間窓口を
開設

生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
給
付

ひ
と
り
親
世
帯

子
育
て
世
帯
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▽
日
時　

７
月
９
日
㈯

　

１
部　

14
時
～

▽
日
時　

７
月
16
日
㈯
14
時
～

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す
ホ
ー
ル

▽
作
品　
「
種
ま
く
旅
人
～
み
の

り
の
茶
～
」（
２
０
１
１
年
／

１
２
１
分
）

▽
内
容　

大
分
県
臼
杵
市
を
舞
台

に
、
お
茶
の
有
機
栽
培
を
営
む

人
々
が
織
り
成
す
ド
ラ
マ
を
描

く
（
出
演
／
陣
内
孝
則
、
田
中

麗
奈
ほ
か
）　

▽
入
場
料　

無
料

▽
定
員　

90
人
（
要
事
前
申
込
）

問
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
４
‐
84
‐
５
５
５
７
）

　

２
部　

18
時
30
分
～

▽
会
場　

大
田
市
民
会
館

▽
作
品　
「
日に

ち

日に
ち

是こ
れ

好こ
う

日じ
つ

」（
２
０

１
８
年
／
１
０
０
分
）

▽
内
容　

人
生
の
居
場
所
が
見
つ

か
ら
な
い
典
子
が
、
武
田
先
生

の
も
と
で
お
茶
を
習
い
、
通
い

続
け
る
こ
と
で
、
何
か
が
変

わ
っ
て
い
っ
た
（
出
演
／
黒
木

華
、
樹
木
希
林
ほ
か
）

▽
入
場
料

・
前
売
券　

一
般　

１
０
０
０
円

・
当
日
券　

一
般　

１
３
０
０
円

　

小
・
中
・
高
生　
　

５
０
０
円

　

60
歳
以
上　
　
　

１
０
０
０
円

　

文
化
協
会
会
員　
　

９
０
０
円

▽
定
員　

各
５
０
０
人

問
大
田
名
画
シ
ア
タ
ー
事
務
局

（
☎
０
８
５
４
‐
82
‐
６
６
３
０
）

大
田
名
画
シ
ア
タ
ー

あ
す
て
ら
す
映
画
上
映
会

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
大
田
市
で

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
を
開
始
し
ま

し
た
。「
シ
ル
バ
ー
派
遣
？
」「
ど

ん
な
仕
事
？
」
な
ど
、
皆
さ
ん
の

疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
１
日
㈮
・
15
日
㈮

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

▽
参
加
費　

無
料

▽
対
象　

60
歳
以
上

▽
定
員　

先
着
15
人

申
・
問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

▽
日
時　

７
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

　
　
　
　

13
時
～
16
時

▽
会
場　

あ
す
て
ら
す

▽
相
談
料　

無
料（
要
事
前
申
込
）

▽
対
象　

就
職
を
希
望
す
る
人

　

詳
し
く
は
、
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
島
根
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
・
問
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
仕
事
セ

ン
タ
ー
浜
田

（
☎
０
８
５
５
‐
25
‐
５
１
１
１
）

▽
日
時　

８
月
12
日
㈮

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

▽
会
場　

い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

▽
内
容　

事
業
所
Ｐ
Ｒ
、
事
業
所

に
よ
る
就
職
面
談
、
就
職
支
援

機
関
な
ど
に
よ
る
個
別
相
談

▽
参
加
費　

無
料（
要
事
前
申
込
）

▽
対
象　

福
祉
職
場
に
就
職
希

望
、
関
心
の
あ
る
人
、
令
和
４

年
度
ま
た
は
令
和
５
年
度
に
向

け
て
職
員
採
用
計
画
が
あ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

※　

申
込
方
法
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
７
月
１
日
か
ら
掲
載
）
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

申
・
問
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
石
見
分
室

（
☎
０
８
５
５
‐
24
‐
９
３
４
０
）

ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
１
２
０
‐
78
‐
１
１
４
２
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

出
張
相
談
会 

in 

大
田

し
ま
ね
の
福
祉
・
保
育
職
場

合
同
相
談
会

▽
日
時　

７
月
９
日
㈯

　
　
　
　

13
時
～
15
時

▽
会
場　

市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

▽
参
加
費　

１
０
０
円

※　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問
世
話
人
（
野
津
☎
０
８
０
‐
６

３
１
５
‐
９
５
１
７
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
つ
ど
い

「
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
の
会
」

催　
　
し

【受付時間】
平日／19：00～翌朝₉：00
土日・祝日／₉：00～翌朝₉：00
（東京都内までの通話料が必要）

子ども医療電話相談

＃８０００
つながらない場合
☎03 ‐ 3478 ‐ 1060

　令和２年７月豪雨により被災した市道木舟
角折線（大屋町大国地内）の測量・設計・調
査が終わり、11月頃からの工事を予定してい
ます。
　全面通行止めで工事をおこないますので、
工事期間中は通行ができません。
　大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。

災害復旧工事のお知らせ
大屋町　市道木舟角折線

問土木課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8099）

至　

久
利

至　

五
十
猛

大屋まちづくり
センター●

県道久利五十猛停車場線

市道木舟角折線

被災場所

大雄寺
●

数量限定・当日ボランティア募集・中止の場合あり

子ども　無料
大　人　①③300円　②100円

①おおだ子ども食堂
　おおだふれあい会館

23日㈯　17：00～19：00
☎090 ‐ 4897 ‐ 4308

②みんなの食堂
　祖式ジム（はし持参）

16日㈯　11：00～13：30
☎090 ‐ 1188 ‐ 9088

③多世代交流食堂みーる堂
ゆきみーる（若者も無料）

16日㈯　17：00～19：00
☎0854 ‐ 83 ‐ 7373

子ども食堂７月の予定
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募　
　
集

▽
募
集
期
間　

６
月
24
日
㈮
～

　

７
月
８
日
㈮
17
時
ま
で

▽
入
居
者
の
決
定　

住
宅
の
困
窮

状
況
を
考
慮
し
、
選
考

▽
家
賃　

収
入
に
応
じ
て
決
定

▽
募
集
住
宅
名

所
在
地
／
募
集
戸
数
／
住
宅
使

用
料
／
間
取
り
／
建
設
年
度

【
市
営
住
宅
】

◇
高
浜
住
宅

仁
摩
町
仁
万
１
４
０
８
番
地
１

／
１
戸
／
１
万
６
２
０
０
円
～

３
万
１
８
０
０
円
／
３
Ｄ
Ｋ
／

平
成
12
年
度

◇
松
山
住
宅

温
泉
津
町
温
泉
津
イ
６
６
５
番

地
／
５
戸
／
１
万
１
４
０
０
円

～
２
万
３
０
０
０
円
／
３
Ｄ
Ｋ

／
昭
和
52
～
53
年
度

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】

◇
高
浜
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

仁
摩
町
仁
万
１
３
９
９
番
地
４

／
２
戸
／
４
万
５
０
０
０
円
～

７
万
円
／
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
平
成
14

年
度

◇
湯
里
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

温
泉
津
町
湯
里
１
７
２
８
番
地

福
祉
サ
ー
ビ
ス
資
格
取
得
コ
ー
ス

▽
期
間　

８
月
25
日
㈭
～
11
月
24

日
㈭

▽
会
場　

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島

根
（
江
津
市
）

▽
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
２
万
円
程
度
必

要
）

▽
対
象　

求
職
者

▽
申
込
期
限　

８
月
４
日
㈭

▽
定
員　

12
人

▽
入
校
検
定
日　

８
月
12
日
㈮

▽
検
定
会
場　

ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ

ジ
島
根

▽
選
抜
方
法　

面
接
お
よ
び
筆
記

試
験
（
国
語
・
数
学
）　

▽
申
込
方
法　

お
近
く
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
窓
口
で
入
校
願
を
提
出

問
県
立
西
部
高
等
技
術
校

（
☎
０
８
５
６
‐
22
‐
２
４
５
０
）

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

▽
日
時　

７
月
16
日
㈯

　
　
　
　

10
時
～
16
時

▽
作
品　

筆
文
字
作
品
を
書
い
て

ア
ー
ト
に
額
装
し
よ
う

▽
定
員　

10
人

▽
受
講
料　

４
０
０
０
円

問
三
瓶
木
工
館

（
☎
０
８
５
４
‐
86
‐
０
１
８
２
）

３
／
１
戸
／
４
万
５
０
０
０
円

／
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
／
平
成
６
年
度

※　

入
居
資
格
に
適
応
し
た
人
を

対
象
と
し
た
住
宅
で
す
。

※　

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
ま
た
は
暴
力
団

関
係
者
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

問
建
築
営
繕
課

（
☎
０
８
５
４
‐
83
‐
８
１
１
０
）

市
営
住
宅
　
入
居
者

県
立
西
部
高
等
技
術
校

木
工
館

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
を
対
象
と
し
た
パ
ソ
コ

ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。
好
き
な
時
間
に

自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
る
ほ
か
、

完
全
個
別
指
導
の
た
め
、
初
心
者

で
も
安
心
で
き
る
講
習
で
す
。
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年
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社
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根
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Ａ
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手
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鹿
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６
番
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２
）

▽
受
講
料
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キ
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代
）　　

１
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１
０
０
０
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▽
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者　

ひ
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り
親
家
庭
の

母
、
ま
た
は
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▽
受
講
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用
な
ど
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※　

１
期
間
中
に
３
コ
ー
ス
ま
で

受
講
可
能
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
（
一
財
）
島
根
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会

（
☎
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２
‐
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‐
５
９
２
０
）

ひ
と
り
親
家
庭
対
象

パ
ソ
コ
ン
教
室

〈広告〉

◇法律相談
　相談料無料・要予約・一人30分
・会場　大田市民会館
・開催日時
　第３木曜日
　13時30分～15時30分

◇巡回就業相談
　相談料無料・要予約
※　会場（市内）や日程は、申込時
に調整します。

申・問（一財）島根県母子寡婦福祉
連合会（☎0852 ‐ 32 ‐ 5920）

ひとり親家庭
法律相談・巡回就業相談



宝
く
じ
の
収
益
金
は

明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す

〈広告〉
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波根・朝山・富山 14日 28日

久手（鳥越含） 11 25

鳥井・長久（新諸友含） ₈ 22

静間・五十猛・大屋 12 26

大代・祖式・水上・大森 13 27

川合・久利 ₇ 21

大田（橋北） ₆ 20

大田（橋南） １ 15

三瓶・山口（大田野城含）５ 19

温泉津 ₇ 21

湯里・井田 14 28

福波 13 27

仁万 ₅ 19

天河内・馬路 15 29

宅野・大国 ₈ 22

▼燃やせるごみ
大田可燃物中間処理施設（静間町）
▼不燃ごみ
大田市不燃物処分場（仁摩町宅野）
▼プラスチック製容器包装
大田容器包装リサイクルセンター
（静間町／一般家庭のみ）
▼資源物Ａ・Ｂ・Ｃグループ
大田リサイクルセンター
（大田町野城／休日・一般家庭のみ）
　

【平日】
一般家庭　９時～16時
事 業 所　（燃やせるごみ・不燃ごみ）
　　　　　９時～15時

【休日】　３日・17日　
一般家庭　８時30分～11時30分
　
※　大田容器包装リサイクルセン
ターの休日受付は、大田可燃物中間
処理施設でおこないます。

ごみの持ち込み

７月不燃ごみの収集日

〈広告〉

　市では、地球温暖化について考え、電気に頼りがちな生活を見直すため、
「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」を夏至の６月21日から七夕の７月
７日まで実施しています。
　初日と最終日は、特別実施日として、20時から22時の間、ライトアップ施
設や各家庭の照明の一斉消灯を呼びかけています。
　夏のひととき、みんなで明かりのない夜を過ごしてみませんか。

問環境政策課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8071）

７月１日から運行時間が変わり、各停留所の通過時刻が５分繰り下がります
大田バスセンター発　【現行】17時35分　→　【改正】17時40分
大田バスセンター発　【現行】18時35分　→　【改正】18時40分

問石見交通㈱大田営業所（☎0854 ‐ 82 ‐ 0662）

・鎌田　毅　　　・森田製菓株式会社
・イオンリテール株式会社
令和３年12月１日～令和４年５月31日までの受付・確認分（順
不同・敬称略・公表を望まれないかたを除く）

問石見銀山課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8131）

バスのダイヤ改正（大森・大家線　大家行）

土・日
祝日運休

石見銀山基金への寄附者

介護保険課の職員が、ＡＴＭへ行くよう案内することはあ
りません。不審な場合は、介護保険課へお問い合わせくだ
さい。　　　　　　　問介護保険課（☎0854 ‐ 83 ‐ 8063）

介護保険料の還付金詐欺に注意！

ATMに行って！は 詐
さ

欺
ぎ

です

あ
り
が
と
う

　
　

ご
ざ
い
ま
す

地球の健康を考えよう
ライトダウンキャンペーン　６／21～７／７
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〈広告〉〈広告〉

７月の相談

　市役所本庁の収納管理室で市税・国民健康保険料・後
期高齢者医療保険料の納付や相談を受け付けます。
★夜間納付・相談窓口（17時15分～20時）

₆月28日㈫、29日㈬、30日㈭
₇月11日㈪、28日㈭、29日㈮

★休日納付・相談窓口（10時～14時）
₇月17日㈰

問収納管理室（☎0854 - 83 - 8026）

期限内に納付をお願いします

納期限および口座振替日 ₆月30日 ₈月１日
市　　県　　民　　税 １期 ―
固 定 資 産 税 ― ₂期
国 民 健 康 保 険 料 ― １期
後期高齢者医療保険料 ― １期

税・保険料

生活相談

ふ く し
よ ろ ず
相 談

月～金
₉時～17時
専用電話
0854 ‐ 84 ‐ 7577

暮らしの困りごと、悩み
ごとに関する総合的なサ
ポート

（電話・来所・訪問）

司法書士
相　　 談

12日㈫
10時～12時
要予約・無料

市社会福祉協議会本所

法律相談
（弁護士による
パソコン面談）

１ 日・８ 日・15日・
22日・29日

（いずれも金）
10時～15時40分
要予約・原則無料。
₃回目の継続相
談から有料。

市社会福祉協議会本所

申・問市社会福祉協議会本所（☎0854 - 82 - 0091）

こころの健康相談（要予約）

26日㈫　13時30分～15時30分 県央保健所

申・問県央保健所健康増進課（☎0854 - 84 - 9823）

移動ナースバンク

27日㈬　13時～16時 ハローワーク石見大田

問島根県ナースセンター（☎0852 - 27 - 8510）

福祉のお仕事相談会

27日㈬　13時30分～15時30分 ハローワーク石見大田

問島根県福祉人材センター石見分室（☎0855 - 24 - 9340）

若者就労相談

₈日㈮　10時～12時 ハローワーク石見大田

問サポートステーション出雲（☎0853 - 31 - 6663）

はぴこ交流サロン（無料の結婚相談会）

₈日㈮　19時～21時 大田商工会議所

問大田はぴこ会事務局（☎080 - 2940 - 7266）
電話受付：平日10時～18時、第₂金曜日10時～21時

年金相談（要予約）

₆日㈬・21日㈭　10時～15時
（最終受付時間）

市役所４階大講堂
21日は市役所２階第２会議室

申出雲年金事務所お客様相談室（☎0853 - 24 - 0045）
問市民課（保険年金係）（☎0854 - 83 - 8154）

交通事故相談

₅日㈫　₉時～15時 市役所２階第２会議室

問危機管理課（☎0854 - 83 - 8009）
相談日以外の相談は島根県交通事故相談所（松江市）

（☎0852 - 22 - 5102）

行政相談

１日㈮　₉時～12時 仁万まちづくりセンター

問人権推進課（☎0854 - 83 - 8038）

石見法律相談センター相談会（要予約）

15日㈮　10時～16時 おおだふれあい会館

申・問石見法律相談センター（☎0855 - 22 - 4514）
相談（40分以内）は原則無料。３回目の継続相談から有料。
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